
　清掃センターでは、「燃やすごみ」を
どのように処理しているのでしょうか。
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公害防止設備
こう　がい　ぼう　し　せつ　び

　ここで、ごみを燃やし
ます。南部清掃センター
は、１日130トンのごみ
を燃やせる炉が３基あり
ます。

　ごみをためておく所です。
灰ピット
はい

クレーン操作室
そう　さ　 しつ

焼　却　炉ごみピット

　ここで、ごみ収集車がごみを
おろします。

プラットホーム

　ここで、ごみ収集車が運んで
来るごみの重さを量ります。

計　量　所

つ

しゅうしゅうしゃ

はか

ろ き 灰を積んでいるところ。

※灰は人工砂などに
　リサイクルされています。

　ここで、ごみ
クレーンを動か
します。

ごみを燃やす施設のしくみ
も し　 せつ 　市には『北部清掃センター』と

『南部清掃センター』という、ごみ
を燃やす施設があります。
　北部清掃センターでは、１日
300 トン、南部清掃センターでは
１日 390トンのごみを燃やすこと
ができます。
※図は南部清掃センター
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　ここで、コンピュータを使って、
清掃センター内の機械などをコン
トロールしています。

中央制御室
き かい

　煙の中の有害物を取り除
きます。

けむり ゆう がい ぶつ のぞ

ちゅうおう　せい　ぎょ　しつ

ごみクレーン
　ごみピット（ごみをため
ておく所）のごみをつかん
で焼却炉（ごみを燃やす所）
に入れます。

しょうきゃくろ

余 熱 利 用
　蒸気の熱を「憩いの家」
のおふろや施設内の暖房な
　どに利用しています。

よ　　 ねつ　　　り　　　よう

いこ

だんぼう

り よう

発 電 設 備
　ごみを燃やした時の熱で
蒸気を発生させ、発電して
　います。
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